
Title 七字慶紀教授 略年譜・業績
Sub Title Biographical resume and list ofpublications
Author

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1995

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.67, (1995. 3) ,p.1- 11 
JaLC DOI
Abstract
Notes 七字慶紀, 若林眞両教授退任記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00670001-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


七
字
慶
紀
教
授

略
年
譜
・
業
績



略

年

三並
ロ日

昭
和

五

年
（
一
九
三
O
）
一
月
二
十
日

神
奈
川
県
逗
子
町
に
生
ま
れ
る
。

昭
和

十
一
年
（
一
九
三
六
）
広
島
県
呉
市
立
片
山
小
学
校
に
入
学
。
小
学
校
時
代
に
は
父
の
転
勤
と
と
も
に
転
校
を
繰
り
返
す
。

昭
和

十
七
年
ご
九
四
二
）
逗
子
町
立
逗
子
小
学
校
を
卒
業
し
、
神
奈
川
県
立
湘
南
中
学
校
に
入
学
す
る
。

昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
第
三
学
年
修
了
を
も
っ
て
四
月
海
軍
兵
学
校
に
入
校
し
た
が
、
八
月
終
戦
に
よ
り
湘
南
中
学
校
に
復
帰
す
る
。

昭
和
二
十
二
年
ご
九
四
七
）
湘
南
中
学
校
卒
業
。
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昭
和
二
十
三
年
ご
九
四
八
）
第
一
高
等
学
校
理
科
乙
類
に
入
学
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
学
制
改
革
に
よ
り
第
一
学
年
修
了
を
も
っ
て
四
月
新
制
東
京
大
学
教
養
学
部
理
科
二
類
に
入
学
す
る
。
こ
の

頃
ド
イ
ツ
文
学
思
想
史
研
究
の
志
を
次
第
に
固
め
る
。

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
二
同
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
ド
イ
ツ
分
科
に
進
学
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
同
学
科
を
卒
業
し
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
比
較
文
化
課
程
に
入
学
す
る
。

昭
和

三
十
年
（
一
九
五
五
）
同
課
程
修
士
課
程
を
修
了
し
、
博
士
課
程
に
進
学
す
る
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
同
課
程
満
了
。
横
浜
国
立
大
学
講
師
（
非
常
勤
）
と
な
る
。

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
二
東
京
農
工
大
学
専
任
講
師
と
な
る
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
同
大
学
助
教
授
。



昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
l

・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
研
究
奨
学
生
と
し
て
マ
l

ル
ブ
ル
ク
大
学
、
テ
ュ
！
ピ
ン

ゲ
ン
大
学
、
ワ
イ
マ
l

ル
古
典
ド
イ
ツ
文
学
研
究
所
に
留
学
す
る
。

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
東
京
農
工
大
学
教
授
。

昭
和

五
十
年
（
一
九
七
五
）
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
と
な
る
。

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
O
）
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
。

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
ケ
ル
ン
大
学
訪
問
教
授
。

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
。

平
成

七

年
（
一
九
九
五
）
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
定
年
退
職
。
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Die Geschichtlichkeit des M
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ゲ
ー
テ
時
代
の
文
学
者
達
と
旧
約
聖
書
を
め
ぐ
る
時
代
の
状
況
。
「
ゲl
テ
年
鑑
」
第
三
四
巻
。
一
九
九
二

22 

』
。E
B

。
。
ミ
ユ
ぬ
仏
国
q

色
。2
E
Z
2

－s
m
ω

宮
2
8
1

．
ロ
g
w
q
g

弘
司
E
Z
Z
m
o
E
O巳
ロ
ロ
仏
当
2

・
回
口
一
』
。

g
s

。
。
ミ
ュ
＆

国
R

門
目
。
吋
・
の
O
R
E－
のF
Z
S

仏
間
三
宮
司
・
国
吋ω
m－
〈
。
ロ
冨
・
回
。
－zn
F
O
F巧寄
与

R
m

呂
志

23 

し
『
。
F
m
w
ロ
ロ
ロ
ω
〈
山
円
山
富
山
《
リ
｝

M
M凶O
ロ
ω

ロ
ロ
己
』
。
『
ω
ロ
ロ
。
。
芹
昨
日
。
己
固
め
吋
円
四

m
w吋
・
円
口
一A
U
g
n
F
目
。z
－w
F
r
o－
丹
ロ
ロ
品
。
。
問
。
口
当

m
W
1・
国
g
m
－
〈
。
ロ
ロ
・

開
ω
ω
o
－Z
5
5

弘
司
－

F
F
F
E
E
S

品

研
究
発
表
・
講
演

1 

冨
。
吋m
g
s
z

に
つ
い
て
l
l

ゲ
l

テ
と
へ
ル
ダ
！
の
場
合
。
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第
一
四
回
総
会
研
究
発
表
会
。

日
本
独
文
学
会

一
九
六
O
年
五
月

2 

百
一
語
観
か
ら
見
た
へ
ル
ダ
！
の
人
間
観
。

一
九
六
一
年
一
二
月

明
大
独
文
学
会
。

3 

国
R

巳
2
1

司
。
吋ω円
リF
C口
問
吉
』8
m
g
・
ワ
イ
マ
l

ル
古
典
ド
イ
ツ
文
学
研
究
所
主
催

一
九
六
六
年
九
月

日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

4 

へ
ル
ダ
l

に
お
け
る
「
発
展
」
の
思
想
。
日
本
ゲ
l

テ
協
会
研
究
会
。
一
九
七
O
年
一
O
月

5 

ロ
－o
∞
包
2
Z

ロ
関
門
凶
2
4
司
巳
号
2
5
の
E
C
口
問
問
。
吋
門
同

0
3

・
第
一
回
ビ
ュ
ッ
ケ
ブ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダ
l

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

一
九
七
一
年
九

月

6 

回
o
r
g
E
E
ω
N
Z
E
m
w
E
2・
第
一
回
ビ
ュ
ッ
ケ
ブ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダl
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

一
九
七
一
年
九
月

7 

C
σ
q
仏
内
山
口
の
包
鬼
門
同

m
w
ω宮
古
川
凶
ロ
2
n
y
oロ
の
ω
円
件
。
ロω・
ビ
ュ
ッ
ケ
ブ
ル
ク
H
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
。

一
九
七
一
年
九
月

8 

〉
口
町S
F
5
0
己
旬
。
E

ロ
仏
間
一
色
m
g
r
o口
出
。
吋
門
同
0
3

宮
』
ω
宮
口
・
北
ド
イ
ツ
放
送
。一
九
七
一
年
九
月

9 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
へ
ル
ダ
l

研
究
の
動
向
。

一
九
七
一
年
一
一
月

日
本
ゲ
i

テ
協
会
研
究
会
。
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へ
ル
ダ
l

研
究
と
そ
の
問
題
点
。

一
九
七
二
年
五
月

へ
ル
ダ
l

研
究
会
。

11 

へ
ル
ダ
l

「
人
間
性
形
成
の
た
め
の
歴
史
哲
学
異
説
」
に
つ
い
て
。
芸
文
学
会
。

一
九
七
五
年
六
月

12 

国
内
凶
吋
問
。
宮
口

σ
q
門
田
町
田
角
色
。
一
司

l

司
。
吋ω
の
F
Zロ
m
E
』ω
古
山
口
忌
吋C
1
5
a
・
第
二
回
ビ
ュ
ッ
ケ
ブ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダ
l

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

九

七
五
年
九
月

13 

第
二
回
ビ
ュ
ッ
ケ
ブ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダ
l

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
。

一
九
七
六
年
五
月
。

へ
ル
ダ
l

研
究
会
。

14 

若
き
へ
ル
ダ
！
の
ポ
エ
ト
ロ
ギ
l

。

一
九
七
六
年
一
O
月

日
本
独
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

15 

国
R

円
山
内
川
一
吋

ω
ω
匂
店
。
｝
回
門
目
。
一
口
｝
内

m
wロ
山
口
ω
命
日
ロ
ぬ
ロ
守
口
｝
出
口
∞
の
『
ユ
枠
内
川
口
・
第
一
一
一
回
ビ
ュ
ッ
ケ
ブ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダ

l

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

一
九
七
九

年
九
月

16 

第
三
回
ピ
ュ
ッ
ケ
ブ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダ
l

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
。
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へ
ル
ダ
l

研
究
会
。
一
九
八
O
年
五
月

17 

へ
ル
ダ
l

に
お
け
る
神
の
問
題
。

一
九
八
一
年
六
月

日
本
一
八
世
紀
学
会
。

18 

。
g
n
z
n｝
昇
。
ロ
ロ
己
。
止
命
ロ
σ
ω
E
口
問
吉
国m
w吋
色
。
一
吋

ω

∞
ロ
の
｝
内
角
川

σ
R
m
O一吋
小
山
n
Fユ
件
。
ロ
・
第
四
回
ビ
ュ
ッ
ケ
プ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダ
l

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

一
九
八
三
年
九
月

19 

出
。
吋
【
凶
m
w吋
ω
ω
同
）
店
。
『
ω
口
町
内
ω
ω
ω
己
口
問
ロ
ロ
門
目
。
。
。
任
命

ω

回
目E
－w
F
r
o－
同
色
。
吋
唱
。

o
Z
R
F
Oロ
∞
匂g
n
F
0・
ド
イ
ツ
一
八
世
紀
学
会
。
ザ
l

ル
ブ
リ

ユ
ツ
ケ
ン

一
九
八
四
年
一
O
月

20 

ゲ
ー
テ
時
代
の
言
語
論
の
状
況
。

一
九
八
五
年
五
月

日
本
独
文
学
会
第
三
九
回
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

21 

m，

g
g
g

胃
ω
の
｝M
O
S
S
E－
－n
F
門
凶gH
O
C
－
』
ロσ口
山
口
百ω
己
句
。
円
ロ
ロ
己
ロ
ロ
開
門
官
。
。
丘
町
。
ー
の

g

色
ω
与
え
三
口
当
巴
自
民
・
ワ
イ
マ

l

ル
H

ゲ

ー
テ
協
会
創
立
一
O
O
年
記
念
総
会
。
一
九
八
五
年
六
月
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国
内
川
円
円
四

O
B

富
山λ
g
z
m－g
E
片
山ω
ωロ
ロ
m
ロ
ロ
己
己
目
。E
K
Z
ω件
。
己
吋W
Cロ
己0
3・
第
五
回
ビ
ュ
ッ
ケ
プ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダ
l

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

一
九
八
八
年
九
月

23 

第
五
回
ビ
ュ
ッ
ケ
プ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダ
l

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
。

一
九
八
九
年
五
月

へ
ル
ダ
i

研
究
会
。

24 

。
。
丘
町
。l
m，
。
円
ω
各
ロ
ロ
m
E
』ω
同
）ωロ
・
ワ
イ
マ
l

ル
。

一
九
九
一
年
六
月

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
紙
。

25 

詩
の
言
葉
と
科
学
の
言
葉
｜
｜
ゲ
l

テ
の
場
合
。

一
九
九
一
年
一
一
月

日
本
ゲ
！
テ
協
会
富
山
支
部
大
会
。

26 

』
。g
s

。
。
片
片
町
立
。
仏
国
内
凶
コ
凶

2
5

己
Z
2
－g
m
ω

富
。
件
。
。
ュ
・
ロ
g

－8
2
5

己
司
E
Z
F
m
o
E
C巳
ロ
足
当

g

昨
・
国
際
へ
ル
ダl
学
会
。

ボ

フ
ム

一
九
九
二
年
六
月

27 

。
。
o
p
g
ω
円
）
吋
釦
の
町
内
凶

g
r
g
m
w
c
ω〕
凶
同
）

ω
巳
ω
n
F
q
ω片
Z
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
H

ゲ
l

テ
研
究
所
。
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一
九
九
三
年
九
月

28 

句
。
兄
。
－
。
間
一
。
ロ
ロ
円
四
国
内
出
円

E
8
2
2

内
σ
巴
出
。
丘
R

・
国
際
へ
ル
ダl
学
会
。

一
九
九
四
年
八
月

ワ
イ
マ
l

ル

29 

富
三
『
。
－
。
柱
。
宮
の
ゆ
問
。
ロ
当

ω
立
山
口
』
山
富
一
一
口
・
ワ
イ
マ

l

ル
。
ド
イ
ツ
放
送
。
一
九
九
四
年
八
月

翻
訳
・
編
著

1 

へ
ル
ダ
l

「
人
間
性
形
成
の
た
め
の
歴
史
哲
学
異
説
」
。
「
世
界
の
名
著
」
続
7

一
九
七
五
年
（
共
訳
）

中
央
公
論
社

2 

〕
の
・
出R
色
。
吋
一
口σ
ぬ
吋
門
田
g
d
g

℃
吋
ロ
ロ
開
門
貯
円
∞
司

E
n
y
o－

一
九
六
二
年

三
修
社

3 

〉
・
ω
n
y毛
色
丹N
m
w吋
一
開
店
内
庁
【
同
q

出
口
g
m
g
R
M洋ω
m
g
Eロ
ロ
ロ
肉
・
同
学
社一
九
六
二
年

4 

同
・
〈
・
問
。
。
号
。
吋
一
一
∞

o
m
o
mロロ
ロ
m
g

芹

E
E
ロ
・
朝
日
出
版
社

一
九
六
七
年



解
説
・
評
論
・
そ
の
他

1 

ハ
イ
デ
ガ
l

「
芸
術
作
品
の
は
じ
ま
り
」
解
説
。

理
想
社

ハ
イ
デ
ガ
l

選
集
第
二
一
巻
。

2 

フ
リ
ツ
ラ

l

を
訪
ね
て
。

日
本
ゲ
l

テ
協
会
「
べ
り
ひ
て
」
第
六
号
。

一
九
六
五
年

3 

マ
l

ル
ブ
ル
ク
大
学
。
「
国
際
文
化
」
第
一
五
五
号
。一
九
六
七
年

4 

ビ
ュ
ッ
ケ
ブ
ル
ク
国
際
へ
ル
ダ
l

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
。
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
四
八
号
。

5 

へ
ル
ダ
l

「
言
語
起
源
論
」
。
「
言
語
」
第
一
巻
七
号
。一九
七
二
年

6 

万
有
百
科
辞
典
「
G

・

A

－
ピ
ュ
ル
ガ
l

」
、
「J
・

G

・
へ
ル
ダ
l

」
、
「J

・
メ
！
ザ
l

」

7 

芳
賀
徹
「
大
君
の
使
節
」
。
「
慶
応
義
塾
大
学
報
」一
九
七
五
年
八
月

8 

私
と
運
転
免
許
。
「
慶
応
通
信
」
一
九
七
六
年
五
月

9 

シ
ュ
パ
イ
ツ
ア
！
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
。
「
三
色
旗
」一
九
七
六
年
七
月

10 

玉
虫
色
の
概
念
の
魅
力
。
「
三
田
評
論
」
一
九
七
六
年
七
月

11 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
「
ド
イ
ツ
文
学
論
」
。
「
ひ
ろ
の
」
第
二
ハ
号
。
一
九
七
六
年

12 

ゲ
ー
テ
の
刻
印
の
跡
を
訪
ね
て
。
「
慶
応
義
塾
大
学
報
」一
九
七
六
年
一
二
月

13 

「
へ
ル
ダl
研
究
会
」

一
九
七
九
年

の
こ
と
。
「
ひ
ろ
の
」
第
一
九
号
。

14 

ヘ
ル
ダ
！
と
宣
長
。
「
べ
り
ひ
て
」
第
一
一
一
号
。
一
九
八
O
年

15 

イ
ル
ム
シ
ャ
l

教
授
を
迎
え
て
。
「
べ
り
ひ
て
」
第
二
五
号
。
一
九
八
四
年

〉
c
S
江
戸
σ
古
老
巴
E
R
E
q

－
－
ー
ワ
イ
マ
l

ル
リ
ゲ
l

テ
協
会
創
立
一
O
O
年
記
念
大
会
の
こ
と
。
「
べ
り
ひ
て
」
第
二
七
号
。

16 

一
九
六
一
年

一
九
六
七
年

の
項
。
小
学
館

一
九
七
三
年
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九
八
六
年

17 

車
内
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
愉
し
み
。
「
慶
応
通
信
」
一
九
八
六
年
七
月

18 

一
霧
雨
。
「
三
色
旗
」一
九
八
六
年
九
月

19 

マ
イ
ン
ツ
に
想
う
。
「
三
色
旗
」
一
九
八
七
年
三
月

20 

菊
地
栄
一
先
生
の
計
。
「
べ
り
ひ
て
」
第
二
八
号
。
一
九
八
七
年

21 

変
化
の
な
か
に
あ
っ
て
存
在
の
原
点
を
。
「
慶
応
通
信
」
一
九
八
七
年
一
二
月

22 

「
贈
る
言
葉
」
考
現
学
。
「
三
色
旗
」一
九
八
八
年
三
月

23 

開
門
戸
。
『
河
口
問
）
円

o
n
y
Tの
巴
ω
門
ロ
ロ
仏U
Oロ
｝S
ユ
色
。
吋
円
。B
M
凶
ロ
片
山
ω
（
リF
Oロ
回
。
君
。
間
口
口
問
・

24 

ネ
ル
ヴ
ァ
の
巣
は
黄
昏
に
。
「
慶
応
通
信
」
一
九
八
九
年
一
O
月

25 

歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
想
う
、
「
慶
応
通
信
」
一
九
九
O
年
一
二
月

26 

私
の
日
本
地
図
。
「
三
色
旗
」
一
九
九
一
年
一
一
月

27 

一
九
九
一
年
夏
の
ゲ
l

テ
協
会
総
会
。
「
ラ
テ
ル
ネ
」
第
六
七
号

ワ
イ
マ
l

ル
へ
の
旅
。

「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
八
一
号
。

一
九
九
二
年

29 

へ
ル
ダ
l

学
会
余
問
。
「
べ
り
ひ
て
」
第
三
四
号
。
一
九
九
三
年

〉
｝2
0
ロ
己
2
2

戸
円
〈
の
問
。
ロ
m
B
g
g
H，

O
W
3
5
8
・
H
H
回
仏0
・
の
編
集
を
了
、
え
て
。
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
八
八
号
。

28 30 

「
外
郎
」
物
語
。
「
三
田
文
学
」
三
七
号
。一
九
九
四
年

一
九
八
八
年
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一
九
九
二
年


